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 米国のやること、正しくは、トランプ大統領のやることは、到底理解できない。今年の

正月の 3 日、ベネズエラに軍事侵攻し、マドゥロ大統領を拉致し、米国の法廷に麻薬密売

の罪で立たせている。マドゥロ大統領は、反米の強権的な独裁者で、彼の政権を潰そうと

した電撃作戦であった。彼の拉致を喜ぶベネズエラの民衆もいたそうだが、他国に軍隊を

送り込み、大統領を拘束するなどとは、主権の侵害で、国際法上許されることではない。 

 トランプ氏は、2 月 28 日に今度は、イスラエルにイラン攻撃を先行させ、奇襲攻撃を仕

掛け、37 年に亘って、最高指導者として君臨したハメネイ師を殺害した。トランプ氏は、

ハメネイ氏について「歴史上最も邪悪な人物の一人」と言い、彼の殺害について「イラン

国民だけでなく、米国人や世界各国の人々に対する正義の実現だ」と豪語している。米国、

殊にイスラエルにとって、イランが核を保有することは許せなかった。イランに核保有を

断念させるために協議を行っていたが、米国の原子力空母二隻が中東の海域に到着したの

を機に、初めからの計画通り、攻撃に転じたようだ。ハメネイ氏の家族、国の高官たち、

一般市民も殺害し、イランの弾道ミサイル関連施設にも攻撃を続けた。ハメネイ師の反米

政策により経済制裁を受けたイランの経済は苦しく、ベネズエラの民衆と同じく、彼の死

を喜ぶ民衆もいたという。しかしこの攻撃も、他国の主権を侵害する国際法違反である。

トランプ氏は、国際法は意に介さないと言っているが、自分の気に喰わない政権の転覆を

目指し、臆面もなく攻撃を加えている。こんなことを許していたら、世界はカオスに陥る。 

 私は、今の時「最も邪悪な人物」はロシアのプーチン大統領とイスラエルのネタニヤフ

首相だと思っている。ロシアのウクライナ侵攻から 4 年が経ったが、ウクライナの兵隊は

6 万人、一般市民が 1 万 5 千人、ロシアの兵隊は 30 万人以上が戦死したと言われている。

正確な人数は分からないが、40 万人ほどの命が、プーチン氏の大ロシア主義の思想の下に

失われている。イスラエルのガザ侵攻によって、7 万人以上の命が奪われている。この死

者たちは殆どが子どもを含めたガザの一般市民である。この二人が犯している大罪に「否」

を国際社会は突き付けるべきではないか。トランプ氏が、「正義の実現」を目指すのなら、

この二人の蛮行を止めることであると思う。 

 国連の安全保障理事会は、イラン情勢を巡って緊急会議を開いた。米国とイスラエルは、

イランの核兵器保有を阻止するための正当な攻撃であると主張した。昨年の 6 月、米国は

地下深く攻撃できるバンカー爆弾で、イランの核施設を攻撃し、崩壊させたと豪語してい

たが、そうでなったことを、自らが公言している。イランは当然「戦争犯罪だ」と反発し、

一般市民が犠牲を受けたことを非難し、報復攻撃を断固継続すると宣言している。ロシア

は米国の奇襲攻撃を「無差別な武力侵略行為だ」と非難している。自国のしていることを

棚に上げて、「良く言うわ」と思ってしまう。中国は「衝撃的だ」と非難し、即時停止を要

求している。イギリス、フランスは米国の攻撃を直接非難せず、イランの核兵器の開発を

中止することを求め、米国に忖度した発言で、何とも頼りない。グテーレス事務総長は「主

権と領土保全を侵害している」と指摘し、核協議が無駄になったことを遺憾とし、協議に

戻るように促している。国連が平和を実現する機能を発揮できないのが、残念である。高

市首相も、米国の国際法違反とは言わず、邦人の安全確保ばかりを強調している。 

 トランプ氏の奇襲攻撃は、どのような展望をもって、始めたのか分からない。彼らしい

衝動的な思い付きではないかと思ってしまう。イランはメンツにかけて報復を続けるので

はないか。中東に戦禍は広がり、ホルムズ海峡は閉鎖され、石油の流通が滞り、世界経済

は混乱する。軍事による解決ではなく、言葉と理性による歴史的展望を期待したい。 


